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I．問題と目的

1．恋愛関係と怒りの関連について
青年期における恋愛関係では、パートナー

と親密な関係を深めていくだけでなく、その過
程で喧嘩や葛藤を体験する（詫摩，1973；松
井，1990）。さらに恋愛関係では、親密でない
関係よりも怒りを強く感じることや（上原ら，
2011）、片思いや異性の友人との関係に比べ
「うっとおしい」や「嫌悪」、「いらだち」など
の攻撃・拒否感情が高いこと（立脇，2007）が
示されており、恋愛関係の維持の難しさがうか
がい知れる。恋愛関係を維持していくためには、
関係上で生じるネガティブな感情に適切に対処
していくことが求められるだろう。本研究では
ネガティブな感情の中でも怒り感情の対処に焦
点を当てていく。
怒りと表現した場合、多くは「怒り」、「敵

意」、「攻撃性」というよく似た概念が明確に
区別されないで用いられることが多い（藤井，
2010）。また、感情は個別に記述することが難
しく、円環上でとらえようとする試みも存在す
る（Plutchick & Conte, 1997/2019）。こうした
感情の不可分さを考慮して、本研究における怒
り感情を「不快感や苛立ち、気に障る、憤るな
どの様々な強度や幅を含めたパートナーに対す
る攻撃・拒否的な感情体験」と定義する。

2．怒りへの適切な対処について
怒り感情を衝動的に表出した場合、恋愛関係

を崩壊させかねない。Lie & Neal（2018）によ
ると、恋愛関係で片方（X）の怒りが関係を破
壊しうる行動を促進し、それを認識したパート
ナー（Y）が怒りを抱き、Yの関係を破壊しう
る行動が促進される。今度はそれが Xに認識
され怒りが生じ、再び Xの関係を破壊しうる
行動が促されるという負の循環が起こることが
示された。
一方で、怒り感情を他者に気づかれないよ

う抑制的に対処することは、感情体験を弱める
ことにはならず、気分の立て直しの困難や、自
身の感情体験に自信が持てなくなること、自身
が感じていることを他者から誤解されやすくな
ることが指摘されており、抑制的に対処する
ことは適切であるとは言えない（Gross, 1998；
2003）。
怒り感情を衝動的に表出すること、または、

抑制してパートナーと共有しないことが恋愛関
係において適切な対処でないならば、怒り感情
をいかに適切にパートナーと共有するかが求め
られる。上原ら（2018）は恋愛関係における怒
りの表出と関係の持続期間との関連を調査し
た。その結果、怒りをゆるやかに表現していた
場合に限り、怒りを表現していた方がしていな
かった方よりも、また、怒りエピソードが多かっ
た方が少なかった方よりも、恋愛関係が長続き
していたことが明らかにされた。
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Rusbult et al.（1986）は問題への対処方略
を能動的（Active）―受動的（Passive）と 建
設的（Constructive）―破壊的（Destructive）
の 2 次元から捉え、各象限を退去（exit）、意
見（voice）、無視（neglect）、誠実（loyalty）
とし、各対処方略とストレスとの関連を調べ
た。その結果、恋愛関係で生じた問題の重要度
に関係なく退去と無視はストレスを予測し、意
見は軽度の問題に対してのみ非ストレスを予測
した。
これらのことから、恋愛関係で生じた怒り

感情に対して、パートナーと話し合いを避ける
ことや、行動によって怒りをパートナーに表現
することは、恋愛関係の崩壊につながると考え
られる。日頃から積極的に怒り感情を言語化し
パートナーと話し合うことで、関係におけるス
トレスを減らすことができるだけでなく、怒り
の負の循環を止めることができ、それによって
関係を長続きさせることができると考えられ
る。

3．怒りの克服とパーソナリティの変化
本研究におけるパーソナリティを「その人の

特徴的対人関係の比較的持続的なパターンであ
る（Sullivan, 1953/1990）」とし、自己・他者
イメージを含む対人関係パターンであると比較
的広い定義を用いる。恋愛関係において怒り感
情を適切に扱えるようになることは、恋愛関係
が継続するだけに留まらず、個人のパーソナリ
ティが変化することと関連するのではないだろ
うか。
吉田（2012）は恋愛関係ではないものの、女

子大学生を対象に怒り感情の社会的共有と自己
成長感との関連を調査した。その結果、怒り感
情を他者に共有し受容的反応を得られた群が、
他者の受容的反応が低かった群、社会的共有を
しなかった群よりも自己成長感を感じているこ

とが示された。しかし、吉田は自己成長感の測
定に日本語版 PTGI（Taku et al., 2007）を用
いたためか、尺度の一部項目で床効果が見られ
た。
日本語版 PTGI は心的外傷後成長を測

定するための尺度であり、“ 他者との関係
（Relating to Others）”、“ 新たな可能性（New 

Possibilities）”、“ 人間としての強さ（Personal 

Strength）”、“ 精神的変容および人生に対する
感 謝（Spiritual Change and Appreciation of 

Life）”の 4因子から構成されている。
心的外傷後成長が生じうるような体験と、怒

り感情を他者に共有する体験では、体験そのも
のの質や個人に与える影響は大きく異なると考
えられる。そこで、まず恋愛関係という親密な
関係を経験すること、そして、その関係の中で
怒り感情に対処していくことでパーソナリティ
がどのような変化をするのか、その全体像を明
らかにする必要がある。
恋愛関係において怒り感情を適切に扱える

ようになるということは、パーソナリティの変
化とどのように関連するのだろうか。Erikson 

& Erikson（1997/2001）は前成人期の発達課題
に「親密対孤立」を提唱している。この時期は
前の段階で獲得した同一性を親密な関係の中に
投入し、「提携関係（affiliations）」を築く能力
を養っていく。この過程によって、人は成熟し
た献身的な愛情を抱けるようになるとされてい
る。すなわち、パートナーに対する怒り感情へ
の適切な対処の獲得は、「提携関係」を築く能
力に内包され、「親密対孤立」の克服に伴う自
己イメージと対人関係パターンの変化が生じる
と考えられる。
続いて Gabbard, G. O.（1996）によると、現

代の精神分析的な理解では、非分析的状況に
おける恋愛は「早期の対象に十分に満たされな
かったことによって受けた傷つきを、愛する人
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が癒してくれるだろうという希望から成り立っ
ている」ということが強調されている。恋愛関
係などの親密な関係においては、相手の欲求を
満たすべきであるとする共有的規範が働いてお
り、その規範が破られると非親密な他者が同
様な対応をした時よりも、強い怒りが生じるこ
とが示されている（上原ら，2011）。恋愛関係
上で生じる怒り感情に繰り返し対処していくこ
とを通して、無意識的にも意識的にも、パート
ナーを自身の早期の傷を癒してくれる存在とし
てではなく、一人の個別の存在として認識する
という他者イメージの変化が促されると考えら
れる。

Mitchell, S. A.（2002/2004）は恋愛関係を維
持していくためには「攻撃性や脆さに寛容」で
あることと「攻撃性と共存する能力」が必要に
なると述べている。パートナーとの間で怒り感
情を適切に取り扱えるようになることは、「攻
撃性と共存する能力」が獲得されたと考えられ
る。この能力の獲得は、怒り感情に圧倒されず
に対処できるようになるという自我の強化に伴
う自己イメージの変化と、対人関係パターンの
変化につながると考えられる。
以上のことから、恋愛関係における怒り感情

への適切な対処の獲得は、恋愛関係の継続をも
たらすだけでなく、自己・他者イメージを含め
た対人関係パターン、すなわちパーソナリティ
の変化と密接に関連すると考えられる。
本研究の目的は、恋愛関係における怒り感情

の体験を通して、個人のパーソナリティがどの
ように変化しているのかを明らかにすることと
する。また、パーソナリティ変化のありようは、
怒り感情への対処の仕方によって違いが見られ
ると考えられる。

II．方法

1．調査期間と調査協力者
2019 年 7 月に関西圏にある大学の学生を対

象に、講義終了後に調査概要が記載された用紙
を配布し協力を募った。12 名の学生が調査へ
の協力を同意した。インタビュー調査実施期間
は同年 7月下旬から 8月中旬にかけて行った。

2．インタビュー調査
インタビュー調査では、今まで交際関係に

なった者のうち一人を想起してもらい、その
パートナーとの間で起こった怒りエピソード
（①その時の状況②自身の感情③どう対処した
か④パートナーの反応⑤それを受けてどう感じ
たか）について回答してもらった。その後、パー
トナーとの間で怒り感情の体験を通して生じた
変化について思いつく限り回答してもらった。

3．分析方法
本研究ではパーソナリティ変化の抽出と変化

のありようを把握するために、質的統合法を用
いた。質的統合法とは、KJ法を開発した川喜
田二郎から指導を受けた山浦が KJ法を発展さ
せた「バラバラのデータから『仮構築』のプロ
セスを経て、『整合性のある論理構造』を見出
す作業」（山浦，2012）である。

4．本研究における倫理的配慮
本研究における倫理的配慮として、調査協力

者に対して調査を開始する前に、本研究の目的
を説明した。そのうえで調査への協力は自由意
志によるもの、同意をいつでも撤回できること、
個人情報保護への配慮、本調査で得られたこと
は研究目的以外には使用されないことを書面と
口頭で説明を行った。
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III．結果

1．調査協力者の内訳
調査協力者は 12 名（平均年齢 20.67 歳、SD

＝ 1.72、男性 6名、女性 6名）であった。表 1
に各調査協力者の性別、年齢、調査時の交際期
間、調査時点で関係が継続していたか、あるい
は既に解消していたかを示す。
調査当時に恋愛関係が継続していた者は 5

名、既に解消していた者は 7名であった。調査
協力者全体の平均交際期間は約 1年 4ヵ月、関
係が継続していた者 5名の平均交際期間は約 1
年 11 ヵ月、既に関係が解消していた者 7名の
平均交際期間は約 10 ヵ月であった。

2．怒り感情への対処
吉田（2012）の分類を参考に、本研究では怒

り感情への対処を3群に分類した。1つ目はパー
トナーと怒り感情の受容的な共有がなされた群
（受容群）である。この群では、怒り感情をパー
トナーが受け取りやすいかたちで表出しようと
努めたことと、パートナーがその表出を受容的
に聞き入れたことを特徴とした。
2つ目はパートナーとの間で拒否的な表出が

なされた群（拒絶群）である。パートナーを攻
撃・拒絶するために怒り感情を表出していたこ
と、または、パートナーが調査協力者の表出に
対して拒絶的に対応したことを特徴とした。
3つ目は怒り感情の共有があまりされなかっ

た群（抑制群）であり、パートナーに対して積

極的に怒り感情の表出を行わなかったことを特
徴とした。
調査協力者の怒りエピソードをもとに分類を

行う際、その関係の中で特徴的に繰り返されて
いた怒り感情への対処に焦点を当てた。また、
調査協力者の中には対処が変化した者もおり、
その場合には変化後の対処に焦点を当てた。
分類の結果、受容群には 4名（男性 3名、女

性 1名）が割り振られ、その 4人ともが調査時
点で関係が継続中であった。拒絶群には6名（男
性 2名、女性 4名）が割り振られ、6名ともす
でに関係が解消していた。抑制群には 2名（男
性 1名、女性 1名）が割り振られ、関係継続と
解消はそれぞれ 1名であった（表 2）。

3．パーソナリティの変化
恋愛関係における怒り感情の経験によって生

じるパーソナリティ変化の全体像把握と、そこ
に内在する論理の構築をするために質的統合法
を用いて分析した。
①　パーソナリティ変化のラベルづくり
インタビューで語られた関係において、怒り

感情を体験することで生じた変化について抽出
していく際、発言の意味を変えないよう配慮し
ながら、協力者の発言を 1つの意味ごとに区切
り、ラベルを作成した。その結果 66 のラベル
が作成され、一人当たりの変化抽出数は 5.5（標
準偏差＝ 1.83）であった。各ラベルにはどの協
力者から抽出されたのかを辿れるように通し番
号を記入した。

A B C D E F G H I J K L

19 18 19 21 21 21 21 24 19 23 21 21

4 6 6 8 5 4 6 1 9 2 4 2 3
4 5 4 5 7 4 8 3 4 8 6 8

表 1　各調査協力者の恋愛関係の概要と変化抽出数

※調査時点で恋愛関係が継続中であったものは “継続 ”、既に解消していたものは “解消 ” とした。
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②　グループ編成と表札づくり
全ラベルを読みやすいように並べ、ラベルの

内容を繰り返し読み、それぞれの内容の類似性
に着目しながら内容が類似しているラベルを集
めてグループ編成を行った。編成されたグルー
プを構成するラベルの内容を表す一文を表札と
して名付けていった。
グループ編成と表札づくりの手順を繰り返

し、66 あったラベルが 6 つのグループに集約

された第三試行で分析を終了した（表 3）。そ
れぞれのグループについて、論文中で大項目は
【】、中項目は〔〕、小項目は <>を用いた。また、
ラベルの中にはグループに編成されずに残った
ものが存在した。ラベルや協力者の発言を示す
際には「」で示した。
大項目 1【自分の視点から離れて広い視野か

ら他者を理解するようになる】は 11 枚のラベ
ルから成立しており、5つの小項目、2つの中

F 2

J 4
3 4

K 2

L 3 2

A 4

B 6

C 6

D 8

G 6

I 2

E 5

H 1 9

表 2　各調査協力者の怒り感情への対処
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項目で構成された。このグループは主に他者イ
メージの変化に関連するラベルから成り立って
おり、〔体験を通して他者イメージが多様化す
る〕という実際の経験に基づいて、異性観の分
化や「自分の気持ちをちゃんと伝えたら、みん
なそれに対応してくれるんだなと思った」のよ
うに恋愛以外の関係でも他者イメージの多様化
が促されていた。また、〔他者視点から落ち着
いて物事を捉えられるようになる〕のように、
引き起こされた感情によって反応するのではな
く、意識的に他者視点に立って物事を捉えよう
とする動きが見られた。
大項目 2【上手くいかなかった対人関係のパ

ターンを見直して新しいパターンを取り入れ
る】は 22 枚のラベルから成立しており、6 つ
の小項目、2つの中項目で構成された。このグ
ループの特徴の一つは、<自身のパートナーと
の関わり方を改善しようと思う >ことによる動
機づけや、「家族の問題」や「マイルールが正
しいかどうか」を確かめるために <これまで触
れてこなかったことに挑戦するようになる >こ
とを含めた〔関係を改善するために新しい行動
パターンを取り入れる〕ことであった。もう一
つの特徴は、「嫌い」や「怒り」というネガティ
ブな感情と自己の受け入れや、<関係の中で自
分の気持ちを伝えることの重要性に気づく >こ
とで、<自分の気持ちを積極的に言葉で伝えら
れるようになる >ことを含めた〔自分の気持ち
に正直になって人と関わるようになる〕ことで
あった。
大項目 3【対人関係に対してポジティブな感

情が増加する】は 14 枚のラベルから成立して
おり、7つの小項目、2つの中項目で構成され
た。このグループは「パートナーのことを理解
していったから、一緒にいる時に安心感が増し
た」のようにパートナーに対する情緒的な結び
つきが高まっていくだけでなく、<自身の近く

にいてくれる人を大切にしようと思う >などの
ように他者との関わりにも広がりを見せ、ゆく
ゆくは家庭を築いていくことを意識する発言が
見られた。
大項目 4【対人関係に失望し弱気になる】は

9枚のラベルから成立し、3つの小項目で構成
された。このグループは怒り感情をパートナー
に伝えるも受け入れてもらえなかった体験から
「あまり人を信用や期待をしすぎてはいけない
ことを学んだ」と感じ、「人を信用するのが怖
くなり、みんないらんわって思ってしまった」
に見られるように〔不信感から他者との関係を
形成しないように回避する〕ことが生じていた。
また、「誰かと一緒にいる自信がなくなってし
まい、家庭を持ちたいという気持ちが消えた」
のように、家庭という一つの安定した関係性を
築いていくことに及び腰になっている発言が見
らえた。
大項目 5【自身の対人関係の特徴を認識する】

は 9枚のラベルから成立した。このグループは
恋愛関係やパートナーとの間で怒り感情を体験
することで、自身の性格や対人関係パターンに
ついて認識を深めていくことを特徴とした。「付
き合うまで自分がどんな人間かわからなかった
けど、はっきりわかったのは、好きなものは好
きで嫌いなものは嫌いってはっきりしている性
格だと思った」や「父親と関わってきたように
しか、パートナーとも関われず私はこのかたち
でしか人と関われないんだと思った」などが挙
げられた。
大項目 6【物事に対して熱中することが減っ

て、すぐめんどくさいなって思うようになった】
は第三試行まで単独で残り続けた。これは「最
近では興味がないものでもとりあえず行ってみ
よう、やってみようっていうことが増えた」に
伴って報告され、多くの物事へ積極的に関与す
ることが増えた代わりに、一つの物事に多く時
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間を割くことが減ったことから生じた変化だと
考えられた。

4．  怒り感情への対処によるパーソナリティの
変化
各グループを構成したラベルのもとになっ

た調査協力者を群ごとにカウントした（表 4）。

( ) ( ) ( )

1.

2.

6

5.

4.

3.

表 3　質的統合法によるグループ編成と表札づくりの結果



臨床心理学部研究報告　2020 年度　第 13 集60

例えば、大項目 1の下位グループである中項目
「体験を通して他者イメージが多様化する」は
受容群 2名、拒絶群 4名から抽出されたラベル
によって構成されていることを示している。各
群の特徴を明らかにするために、各群の人数に
偏りはあるものの、過半数を超えたグループに
焦点を当てた。
受容群で半数を超えたグループは大項目 3に

含められる中項目〔他者との関係がより愛情深
くなる〕、〔恋愛関係がより打ち解ける〕であっ
た。次に拒絶群では、大項目 4【対人関係に失
望し弱気になる】と、中項目〔体験を通して他
者イメージが多様化する〕であった。最後に抑
制群では、大項目 5【自身の対人関係の特徴を
認識する】と、中項目〔関係を改善するために
新しい行動パターンを取り入れる〕であった。

IV．考察

恋愛関係における怒り感情の対処について
扱ったこれまでの研究では、怒り感情をパート
ナーと適切なかたちで共有することが、関係の
維持と関連することが明らかにされてきた。し
かし、怒り感情への適切な対処の獲得は関係の
維持だけでなく、個人のパーソナリティを変化
させることにもつながると考えられた。そこで、
本研究では恋愛関係において怒り感情の体験に
繰り返し対処していくことで、個人のパーソナ
リティがどのように変化しているのか、そして、
対処の仕方によって変化に違いが見られるのか
を明らかにすることを目的とした。
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表 4　各グループを構成するラベルを生成した各群の人数

※ *はその群において過半数を超えたことを示している。
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1．調査協力者の内訳
調査協力者は 12 名で平均年齢は 20.67 歳

（SD=1.72）と比較的若い年齢で構成された。
そのため、調査協力者の年齢において等質性が
あると考えられた。

2．怒り感情への対処
調査協力者をパートナーとの間で繰り返され

た怒り感情への対処を吉田（2012）の分類を参
考に受容群、拒絶群、抑制群の 3つに分類した。
分類の結果、受容群に分類された 4名とも調査
時点で関係が継続していた。これは、パートナー
と受容的な怒り感情の共有と関係の継続に関連
があると考えられ、上原ら（2018）の結果と対
応する。
拒絶群に分類された 6名ともすでに関係が解

消されていた。怒り感情の拒絶的な対処は関係
を破壊しうる行動だと考えた場合、6名とも関
係が解消していたことは、Lie ＆ Neal（2018）
のモデルと類似するのではないだろうか。

3．パーソナリティの変化
インタビュー調査から 66 のラベルが抽出さ

れ、質的統合法による分析を行った結果、6つ
のグループが編成された。本研究で得られた変
化と日本語版 PTGIを照らし合わせると、大項
目 1【自分の視点から離れて広い視野から他者
を理解するようになる】と大項目 3【対人関係
に対してポジティブな感情が増加する】は日本
語版 PTGIの “ 他者との関係 ” に対応すると考
えられた。また、大項目 2【うまくいかなかっ
た対人関係のパターンを見直して新しいパター
ンを取り入れる】は部分的に “ 新たな可能性 ”
に対応すると考えられた。
一方で、“ 精神的変容および人生に対する感

謝 ” に関連するような変化は本調査からは得ら
れなかった。これは吉田（2012）の調査で一部

項目において床効果が生じたことと関連すると
考えられた。恋愛関係における怒り感情の経験
によって生じる変化は、心的外傷を引き起こし
うるような出来事を経験することとは異なるた
め、本研究においても結果が得られなかったの
ではないだろうか。
また、本研究で得られた大項目 4【対人関係

に失望し弱気になる】、大項目 5【自身の対人
関係の特徴を認識する】、大項目 6【物事に対
して熱中することが減って、すぐめんどくさ
いって思うようになった】に対応するような項
目は日本語版 PTG尺度には見られなかった。
大項目 4については、傷つきを受けた対人関

係の場を回避しようとする変化であったため、
PTSDの主症状の一つである回避に類似した変
化であると考えられた。日本語版 PTGIは心的
外傷後成長を測定する尺度であるため、大項目
4のようなネガティブな変化と対応する因子が
見られなかったのではないだろうか。
大項目 5については、パートナーとの相互作

用や怒り感情の経験を通じて、自身の特徴につ
いて認識を深めていったと考えられた。この認
識の深まりによって、自身の問題性への気づき
や変化への動機づけがなされたのではないだろ
うか。
大項目 6については、協力者 1名からしか得

られなかったという点と、内容が類似したラベ
ルがなかったことから、共通にみられる変化と
いうよりも、この協力者固有の変化であると考
えられた。

4．  怒り感情への対処によるパーソナリティの
変化
次に各群に見られたパーソナリティ変化の違

いについて考察していく。受容群において過半
数を超えたグループは〔他者との関係がより愛
情深くなる〕と〔恋愛関係がより打ち解ける〕
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であった。Fは恋愛関係における怒り感情に対
して、パートナーとの間で受容的なやりとりが
なされるようになったことで「境界がはっきり
した感じですね。今まであいまいでどのへんな
ん？ってなっていたのが、ちゃんと線引きされ
たから、そんなに悩まなくなった。」と報告し
ている。怒り感情を共有することによって、そ
れまであいまいで不安を伴っていた関係が、互
いの境界を認識できるようになり安心感が増し
たと考えられた。

Erikson & Erikson（1997/2001）は発達課題
がかたちを変えながら残存すること、そして課
題が相互作用することを指摘した。Fの報告か
ら、「親密対孤立」の課題の克服とともにアイ
デンティティの感覚をより明確にすることにも
つながったのではないだろうか。また、受容群
4名とも調査時点で関係が継続していたことか
ら、怒り感情の受容的な共有は関係の維持に重
要な役割を果たしており、恋愛関係が長続きす
るためには「攻撃性や脆さに寛容」であること
と「攻撃性と共存する能力」が必要であるとす
るMitchell, S. A.（2002/2004）の指摘と深く関
連すると考えられた。
拒絶群において過半数を超えたグループは大

項目 4【対人関係に失望し弱気になる】と、中
項目〔体験を通して他者イメージが多様化する〕
であった。このことから、怒り感情への対処や
パートナーとの関係づくりでパートナーから拒
絶的な対応がなされると、不信感はパートナー
個人に向けられるのではなく、他者にまで普及
して対人関係を形成することを避けるようにな
ると考えられた。しかし、友人や家族など周囲
にその傷つきを受容してくれる存在があること
で、不信感から対人関係を回避することを防ぐ
ことが可能になるだけでなく、〔関係を改善す
るために新しい行動パターンを取り入れる〕に
見らえるように、個人が成長していこうとする

変化が得られるようになると考えられた。Cは
パートナーと関係解消になった後、声が出ない
時期があった。そのことを友人に話したときの
エピソードを「『あっそうか』みたいな感じで
必要以上に心配するんじゃなくて、普通に一緒
にいてくれたのが大きかった」と語っていた。
また、Iは初めて友人に相談し、気が楽になる
ことを体験した。これによって Iは「大切な人
との関係は大切にしようと思った」と語ってい
た。これらのことから、いかに適切に怒り感情
に対処していくかという点に加え、傷つきを受
容してくれる環境または関係の必要性が考えら
れた。
抑制群において過半数を超えたグループは大

項目 5【自身の対人関係の特徴を認識する】と、
中項目〔関係を改善するために新しい行動パ
ターンを取り入れる〕であった。抑制群は 2名
のみだったため、人数の少なさによる影響で、
怒り感情に対して抑制的に対処することで得ら
れる変化の特徴を浮き彫りにすることは難しい
と考えられた。しかし、抑制群で過半数を超え
たグループは、他の群においても同程度の人数
のラベルがグループ編成に寄与していた。この
ことから、恋愛関係をもちその中で怒りの感情
を経験することは、表出するかしないかに関わ
らず、自身について認識を深めていくことと、
関係の在り方を見直そうとする考えを生じさせ
るのではないだろうか。

Eはパートナーから抑制的な対処を指摘さ
れるなかで「パートナーから『気持ちを言って
くれるようになったね』と喜んでもらえて、気
持ちを伝えるのは良いことなんだと思うように
なった。」と報告した。Eは怒り感情を抑制的
に対処していた。しかし、パートナーからの指
摘を受けて、気持ちを伝えることは決して悪い
ことではなく、パートナーから喜んでもらえる
ことだと実感していた。Hは「相手を許容する
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ための余裕というか、広めの心とかあったほう
がいいなと思いました。」と報告しており、関
係の解消をきっかけに自身の関わり方を見直そ
うとする考えが生じていた。これらのことから、
自己への認識の深まりと関係を改善しようとす
る動機づけは、恋愛関係のなかで怒り感情を経
験することによってもたらされたのではないだ
ろうか。

5．総合考察
日本語版 PTGIの構造と比較したところ、大

項目 1【自分の視点から離れて広い視野から他
者を理解するようになる】と大項目 3【対人関
係に対してポジティブな感情が増加する】は 

“ 他者との関係 ”と、大項目2【うまくいかなかっ
た対人関係のパターンを見直して新しいパター
ンを取り入れる】は “ 新たな可能性 ” との対応
が想定された。これらの部分的な対応の背後に、
人間を成長させる何らかのメカニズムが存在す
るのではないだろうか。
一方で、大項目 5【自身の対人関係の特徴を

認識する】は日本語版 PTGIには見られず、本
研究で得られた独自のものであると考えられ
た。これは、他者との深い関わりの中で自分を
見つめていくことで、自己への洞察が深まった
という変化である。この変化によって、自らを
変えていこうとする動機づけがなされるのでは
ないだろうか。
拒絶群と抑制群のなかで、パートナーや他者

からの受容的な反応によって、自身の関係のあ
り方を見つめなおしていこうとした者がいた。
特に拒絶群で大項目 4【対人関係に失望し弱気
になる】を報告しなかった 2名は、他者からの
受容的な反応によるところが大きかったのでは
ないだろうか。これは心理療法の中でセラピス
トがクライエントの傷つきに寄り添うことで、
クライエントが強さを取り戻して現実に立ち向

かっていく過程と類似しているように考えられ
た。
また抑制群においても、パートナーからの

受容的な言葉や関係解消をきっかけに、自身の
対人関係パターンを見つめなおしていた。人が
生きていくうえで体験する様々な困難や傷つき
を、他者との関係や内省によって、その意味や
影響を変容させることができるという人間の強
さを表しているのではないだろうか。

6．今後の課題
本研究における知見は方法論上の限界があ

ることに留意しておく必要がある。第一に、12
名は平均年齢 20.67 歳（SD＝ 1.72）と年齢に
おいて等質性があるものの、比較的若い協力者
の語りに基づくため、恋愛関係を経験した者す
べてに一般化できるものではない。特に群ごと
におけるパーソナリティ変化の特徴では、抑制
群は 2名と少なく群の特徴を挙げるには困難が
あった。今後は分析方法の改善を図り、定量的
な検証が求められる。
第二に、恋愛関係という二者関係を扱うにあ

たって、パートナー側の怒り感情について本研
究では触れられていない。恋愛関係だけでなく、
関係というものは相互作用を伴うものである。
パートナーが感じている怒りに対して、パート
ナー自身はどう対処しているのか、そして、そ
れを認識した者は何を感じどのように反応して
いるのかという点について、知見を深めていく
ことが求められる。
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Abstract

Personality Changes through the Experience of Anger 
in Romantic Relationship: Qualitative Research 

Applying the Qualitative Synthesis Method

Takumi AOYAMA

It is an accepted recognition that both impulsive expression and suppression of anger is 

unhealthy in a romantic relationship. An impulsive expression creates a negative cycle of actions 

that will ruin the relationship. Suppression does not appease one’s anger, does not recover the 

one’s mood, and finally makes partners misunderstand each other. 

Appropriate expression of anger is essential for maintaining relationships.

Appropriate expression of anger can change an individual’s personality as well as 

maintaining relationships. Previous studies have examined the link between social sharing of 

anger and Posttraumatic growth. However, the experience of anger in a romantic relationship 

cannot be equated to the traumatic event in terms of its quality of an experience and the impact 

on the individual. Therefore, it is a research-worthy theme to see how personality changes in an 

individual by dealing with anger in a romantic relationship.

This study examined how an individual’s personality changes through the experience of 

anger in a romantic relationship, and whether the change depends on how the anger is dealt 

with.

Twelve college students were interviewed about episodes of experiencing anger in romantic 

relationships and how to deal with them. By applying the qualitative synthesis method, 66 
personality changes were extracted, and 6 categories were generated. Three of 6 categories 

corresponded to Posttraumatic Growth Inventory in a Japanized version, but the rest did not. 

A category named “recognizing the characteristics of one’s interpersonal relationships” was a 

unique one that is found only in this study.

Next, participants were divided into three groups in terms of how to cope with anger in 

a relationship (acceptance, rejection, and suppression group). A comparison of the number of 

statements that contributed to categorizing each group showed that positive emotions toward 

interpersonal relationships increased in the acceptance group. In the rejection group,  avoidance 

of interpersonal relationships increased relatively. Since the number of people in the suppression 

group was small, it was difficult to extract common character in them.

These facts suggested that the ways of dealing with anger has different influences on 

personality change. In addition, although the rejection group generally showed negative changes 
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in personality, some of the participants whose anger was accepted by the partner or friends 

showed less negative change in personality. This suggests that accepting the other’s anger may 

have some effects in preventing negative personality changes.

Key words: romantic relationship, anger, personality


